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ラーニング・アナリティックス法による 

英字新聞読解過程究明の試み 
     

   中 野  美知子 （早稲田大学） 

     

目的 

通常，学習者の英文読解過程を直接観察することはできない。しかし，教材を

デジタル化し，学習ログを収集することで，読解過程における様々な行動を観察

することが可能である。発表者は，荒本道隆（2015，2016）が開発したログ収集

システム（学習履歴閲覧・可視化システム）を Moodle 上で実施し，ページ遷移や

各ページの閲覧時間のみならず，辞書参照履歴や音声資料の再生履歴を収集した。

このシステムにより，各学習者が使用する読解ストラテジーを同定できる。2014

年 11 月のパイロット実験では，38 名が参加した。実験条件は有償で，学生は，

自由時間に課題を遂行した。本実験は 2015年 7月に 2クラスで実施した。オープ

ン科目受講生 11 人と社会学部の学生 11 人が参加したが，社会学部の学生は 7 人

のみがタスクを修了し，合計 18人が参加者であった。本発表では，二つの実験を

比較しながら，授業で活用できる Learning Analytics とは何かを考察したい。 

 

方法 

リーディング課題は，ジャパン・タイムズの Tourism in Japan and the Worldとい

う時事英語文（500 語）であった。難解な単語にはクリック操作ひとつで内蔵英

英辞書と外部辞書（本実験のみ）を参照できるようにした。１画面に英文 2~3 文

を提示し，音声でも内容を聞けるよう設定し，音声の速度は，1 倍速，1.5 倍速，

2倍速で 使い分けるようにした。読解は Readiness（時事英語を読む心構え）興味

の程度，知識の程度により，読解速度と読みの深さに影響が出ると言われている。

事前アンケートではこの点を質問すると同時に，英語運用テスト（英検，TOEIC，

TOEFL，WeTECなど）の点数及び，英字新聞を読んだ経験や自己学習を質問した。

成績評価として，3択式内容確認問題 6問への回答と記述問題 11問のデータを用

いた。事後アンケートは読解ストラテジーの質問で，Mokhtari & Sheorey（2002）

の質問項目を採用し，内容確認問題に回答した直後，使用したストラテジーを回

答させ（パイロット及び本実験），かつ，本実感では学習履歴を可視化したグラフ

を印字し，学生にどの個所でどのストラテジーを利用したかを報告させた。 

二つの実験で，計測できた変数は，Readiness（時事英語を読む心構え）興味の

程度，知識の程度，英字新聞読解の経験度，英語力の指標としての TOEIC 換算値

（英語力指標が得られたのはパイロット実験のみ），音声再生時間を含む読解時間

（本実験のみ）3 択式内容確認スコア（パイロット実験では複数回答を許可しか

つ正解も画面で表示された），記述問題スコア，単語テスト（本実験のみ，）同定

されたグローバル・ストラテジー，認知ストラテジー，補助ストラテジーの使用

数（同定できたのは本実験のみ），実験参加者の事後報告による 3種のストラテジ

ー使用数であった。パイロット実験では，3 択式内容確認スコアと記述問題スコ

アを従属変数にし，TOEIC 換算値，実験参加者の事後報告による 3種のストラテ

ジー使用数，Readiness（時事英語を読む心構え）スコア，興味の程度スコア，知
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識の程度スコア，時事英語文を独学で読んだ経験スコアを独立変数にし，2 項ロ

ジスティック回帰分析を行った。本実験では，従属変数は同じで，独立変数とし

て，単語テストスコア，音声再生時間を含む読解時間，同定されたグローバル・

ストラテジー，認知ストラテジー，補助ストラテジーの使用数，Readinessスコア

（時事英語を読む心構え）興味の程度スコア，知識の程度スコア，時事英語文を

独学で読んだ経験スコアとし，ステップワイズの重回帰分析を行った。 

 

結論 

パイロット実験では，参加者は，一度に課題を終える学生は少なく，1 回目は

スキミングして，どのような課題があるのかチェックする学生が多く出た。また，

3 択式内容確認問題は何回でも受験でき，正答も画面上で確認できるようにした

ため，記述問題を回答するのに，本文に戻らず，内容確認問題を何回もチェック

することで，記述問題の回答を書こうとする学生が多くいた。ロジスティック回

帰分析では，英語力，認知ストラテジー，グローバル・ストラテジーが有効な独

立変数で， 上位群と下位群の 2分類について，全体の 93.8%のデータを説明でき

た。 

本実験では，完全一致解がでるほど，重共線性が高かったので，2 項ロジステ

ィック回帰分析は適切ではなく，ステップワイズの重回帰分析を行った。読解の

理解度に関係するのは，自ら英字新聞を読もうとした経験があること，主題に対

する知識があること，認知ストラテジーを効率的に使っていることが影響するこ

とがわかった。読解に要した時間は平均値よりも早い学生の方がより理解度が高

い。このことは，英語力に関係している可能性があるが，学生たちは英語能力試

験を受けていないか，中学時代に受験して以来，能力テストを受けていない学生

などがおり，英語力のスコアを独立変数として扱えなかった。改良点は 2 点ある。

①事前アンケートは，授業前に回答する実験条件を変更する必要がある。②学習

履歴閲覧・可視化システムを利用し，課題終了後に即座に可視グラフを画面上で

見せ，ストラテジーの同定に使用できるようにシステムを改良する必要がある。

二つの実験を比較して，本実験条件を上記 2 点改良すれば，授業時間内に学習者

へフィードバックをする余裕も生まれ，Learning Analytics を授業で活用する可能

性が示唆された。 

 
図 1 良い読み手の読解履歴 
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